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東
金
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料
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路
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岡
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In the Edo Period, many Buddhist priests from all over Japan came to 
this area. The Buddhist seminary Onumata Danrin nurtured many 
famous priests, who were sent to temples throughout the country.
   Today, the vitality of the district is spurred by the Togane-Kujukuri 
toll road. Near the interchange is the city's industrial core of the 
Konumata and Togane industrial parks, which specialize in high 
technology and high quality. This area, which has long had a flourishing 
forestry industry, is also known for its cultivation of roses and Turkish 
bellflowers.

　
江
戸
時
代
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
学

僧
が
こ
の
地
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
大
沼
田
檀
林
で
数
多
く
の
名
僧
が
育
て

ら
れ
、
日
本
各
地
へ
と
送
り
出
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
心
に

は
、
厚
い
信
仰
心
と
同
時
に
、
新
し
い
こ

と
を
学
び
吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
宿
っ

て
い
ま
す
。
身
近
な
史
跡
や
風
習
を
大
切

に
守
り
な
が
ら
、
視
界
に
は
い
つ
も
新
た

な
時
代
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
、
ま
ち
に
活
気
を
運
ん
で
い
る
の

は
東
金
九
十
九
里
有
料
道
路
。
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
は
、
小
沼
田
工
業
団
地

と
東
金
工
業
団
地
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
て
高
品

質
な
製
品
を
つ
く
り
だ
す
、
産
業
の
中
心

地
で
す
。
昔
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
植
木
産
業

に
も
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
や
バ
ラ
の
栽
培

が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
活
気
づ
い
て
い
ま

す
。
発
展
へ
の
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
、
ま
ち

の
表
情
も
輝
い
て
い
ま
す
。
�
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時
代
と
と
も
に
産
業
を
育
む
�
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大
関
城
は
元
久
元
年（
1
2
0
4
）安
房
国
か
ら
上
総
国

に
移
っ
た
畠
山
重
忠
の
支
族
に
よ
っ
て
、
重
康
の
代
に
造

営
さ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
ま
す
。
依
古
島
を
中
心
に
、
南
白

亀
川
と
真
亀
川
に
は
さ
ま
れ
た
標
高
4
〜
5
メ
ー
ト
ル
の

低
湿
地
帯
に
建
て
ら
れ
た
水
城
で
す
。
中
世
の
城
と
し
て

は
珍
し
い
も
の
で
、
外
部
と
は
沼
沢
地
に
よ
っ
て
隔
て
ら

れ
、
城
内
に
攻
め
こ
む
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
伝

承
で
は
大
永
6
年（
1
5
2
6
）、
酒
井
隆
敏
に
城
の
周
囲

を
取
り
囲
ま
れ
、
畠
山
氏
の
重
臣
が
降
伏
に
同
意
。
酒
井

氏
の
軍
勢
を
城
中
に
引
き
入
れ
た
た
め
落
城
し
た
と
さ
れ

ま
す
。
畠
山
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。
�

　
要
本
寺
の
境
内
に
あ
る
こ
の
碑
は
、

寛
政
9
年（
1
7
9
7
）、
当
時
の
旗

本
・
中
川
忠
英
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
頃
は
歯
を
自
分

の
分
身
と
し
て
あ
が
め
て
お
り
、
歯

が
抜
け
落
ち
た
と
き
に
は
塚
に
埋
め

て
碑
を
建
て
、
丁
重
に
供
養
す
る
風

習
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
碑
の

下
に
も
、
忠
英
の
歯
が
数
個
、
壺
に

納
め
ら
れ
て
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
歯
塚
や
歯

塚
は
、
県
内
に
も
二
基
だ
け
し
か
な

い
珍
し
い
も
の
で
す
。
�

歯
を
供
養
す
る
落
歯
塚
の
碑
�

（
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文
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全
国
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跡
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史
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檀
林
と
は
僧
が
集
ま
っ
て
学
問
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
文
禄
3
年（
1
5
9
4
）、
日
進

上
人
が
田
間
に
あ
っ
た
長
久
寺
檀
林
を
妙
経

寺
に
移
し
、
大
沼
田
檀
林
と
な
り
ま
し
た
。

元
和
年
間（
1
6
1
5
〜
1
6
2
3
）、
日
乾

上
人
の
と
き
拡
大
さ
れ
関
東
八
大
檀
林
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
全
国

各
地
か
ら
数
百
人
の
学
僧
が
集
ま
る
日
蓮
宗

の
学
校
で
、
仏
教
教
典
の
勉
強
が
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
は
鷹
狩

の
際
に
妙
経
寺
へ
立
ち
寄
り
、
朱
印
地
を
与

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
そ
の
後
、
宝
暦
5
年（
1
7
5
5
）の

大
暴
風
雨
や
慶
応
3
年（
1
8
6
7
）の

火
事
な
ど
、
非
運
に
み
ま
わ
れ
な
が
ら
も
檀

信
徒
の
協
力
で
3
0
0
年
近
く
続
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
明
治
7
年（
1
8
7
4
）、
つ
い
に

廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
浅
間
神
社
は
、
市
内
で
は
新

宿
、
松
之
郷
、
砂
古
瀬
な
ど
に

あ
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
各
地
で
子
ど
も
の
守
り

神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
神

社
で
す
。
砂
古
瀬
の「
せ
ん
げ

ん
さ
ま
」は
昔
か
ら
、
子
ど
も

の
誕
生
か
ら
7
歳
ま
で
は
、
旧

暦
の
5
月
30
日
の
宵
祭
に
お
参

り
す
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

今
で
も
祭
の
日
に
は
多
く
の
露

店
が
並
び
、
親
子
連
れ
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。
�

　
宝
蔵
寺
の
本
堂
に
は「
旭
の

御
祖
師
様
」と
呼
ば
れ
る
日

蓮
上
人
の
立
像
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
祖
師
と
は
各
宗

の
開
祖
の
こ
と
で
、
御
祖
師

様
は
と
く
に
日
蓮
を
さ
し
ま

す
。
厨
子
に
収
め
ら
れ
た
像

の
高
さ
は
94
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
台
座
の
高
さ
は
11
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
作
ら
れ
た
の
は
江
戸
中
期
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
像
は
日
蓮
上
人
32
歳
の
時
、
清
澄
寺
で
初
め
て

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」と
唱
え
た
時
の
合
掌
姿
と
さ
れ
、
若
々

し
く
ふ
く
よ
か
な
面
立
ち
で
す
。
ま
た
、
山
門
の
扁
額
は
、

亀
田
綾
瀬
の
雄
渾
な
書
を
彫
刻
し
た
も
の
で
す
。
�

Nurturing industry through the ages
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